
図１：チベット空気シャワー観測装置の中

心付近に設置した 16 台のコア検出器（周辺

に見えるのは旧バースト検出器）。 
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研究成果概要 
エネルギースペクトルが特異な変化を示す Knee 領域は高エネルギー宇宙線の起源に関

係する情報を含んでいると考えられ非常に興味深い。特にその質量組成との関係は重要

である。スペクトルの変化をもたらしているのは陽子などの軽い成分なのか、鉄などの

重い成分なのかという問題は長い間の論争となっている。 
空気シャワー中心部の高エネルギー成分は親粒子の質量を良く反映する。我々はこの性

質を利用して、チベットの空気シャワー観測装置の中心部に高エネルギー電磁成分検出

器を配置し一次宇宙線組成の研究を行っ

ている。これまでに行われたエマルショ

ンチェンバーとバースト検出器を用いた

観測から陽子、ヘリウム成分のスペクト

ルが得られ、Knee 領域の主成分がヘリウ

ムより重い原子核であるという兆候を得

ている 1),2),3),4)。更に精密な観測を目的と

して空気シャワーコア検出器 YAC の開

発を進め 5)、平成 21 年度には小規模なコ

ア検出器アレイを製作・設置して観測を

開始した（図１の中央部分）。この装置で

は一次エネルギーが 100TeV 前後の空気

シャワーが観測対象となり、直接観測で

得られている組成データに基づく空気シ

ャワーシミュレーションとの比較からシ



ミュレーションに用いる核相互作用モデルのチェックが可能である。現在、観測データ

の蓄積および相互作用モデルとして QGSJET１、SIBYLL、QGSJET2、EPOS を用い

たシミュレーションを行っている。これにより実験データを最も良く再現する相互作用

モデルを特定する。平成 22 年度にはコア検出器を 100 台に増やして 100TeV 以上の陽

子・ヘリウムスペクトルの精密観測を行う予定である。 
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